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[ 目的1

今回、原発性マクログロプリン血症患者の IgM 型M

蛋白がロイシンアミノベプチダーゼ(LAP)活性測定で

異常反応を呈し、マイナス値となった症例の解析結果

について報告する。

I方法1

1) M 置自の同定患者血消(TP 10.5g/dl)をキャピラ
リー電気肱動(Capillarys-2. Sebia) にアプライし、イ

ムノタイピング法で同定した。 2)LAP 測定試薬の反応

性確認 L生BOSPECT田8 (目立)で測定結果がマイナ

ス値を示した反応過程吸光度の変化を確認した。 3) 2 
メノレカプトヱタノール (2'ME)処理原血清に lmM と

なるよう 2-ME を持却し、 LAP 測定試薬の反応過程を

モニタリングした0 4)血清蛋白電気持動を実施したアガ

ロ スゲルから M 彊白成分を抽出し、この抽出液と

LAP試薬との反応を検討した。

I結果1
1) 日分画に 66%を占める M 蛋白を検出した。 イム

ノタイピング法の実施から、抗μ 鎖抗体と抗 κ鎖抗体

で M 蛋自のピーク消失 ー 減少が認められ、 IgM κ 型と同

定したロ 2) LAP 測定試薬の第 2 試薬 (R2)添加接、 一過

性の殴光度の上昇がありその桂、暫時減少した。用手法

により確認したところ、 R2 添加直桂より浮遊物が確認さ

れ、時間経過とともに浮遊物は試験管底に沈殿した。 3)

2-ME 処理桂の血前にて LAP 活性測定を実施したところ、

反応過程は明らかな異常を認めず、測定結果が算出され

た。 4) LAP の R2試薬と抽出液を混和し、 上記 2)の用手

法で見られたものと同様の結晶浮遊物が確認された。

I考察I

M 置自には多様性があり、日常検査試薬と異常反応を

呈することを稀に経験する。今回経験した症例は、患者

血清中の IgM型M 蛋白により LAP 測定試薬と異常反応

を呈した。この異常反応は、電気体動を利用して抽出し

た M蛋白成分を用い、 LAP 測定試薬との反応で結晶化す

ることが原因であると確認できた。また、本症例におい

て M 蛋白成分による LAP 活性測定への影響を回避する

には 2-ME 処理を実施することで測定結果を得ることも

同時に確認できた。


